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▲グループディスカッションで日頃思って
いることや感じていることを話す参加者

老後の老後を考える ●男女共同参画社会づくり基礎講座

▲午前・午後の部ともに大勢の観衆が詰め
かけた婦人芸能祭

女性パワーをステージに結集 ●第35回記念助け合い婦人芸能祭

▲テーブルを囲んで、お目当ての品に舌鼓
をうつ来場者

秋晴れの下で紅葉楽しむ ●森吉四季美湖紅葉ウオーキングまつり

▲「赤い鳥小鳥」など３曲を披露した鷹巣
東小学校の児童

歌声あふれる活気ある街に ●第９回浜辺の歌音楽祭

▲大声援に包まれる中、熱戦が展開された
大綱引き大会

商店街のにぎわいづくりに ●大綱引き大会とスーパー軽トラ市

旬の味覚を求め大勢の来場者 ●阿仁のぅめ～もん祭り

▲色づく紅葉を眺めながら心地よい汗を流
すウオーキングの参加者

　
北
秋
田
市
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
基

礎
講
座
が
、
11
月
10
日
に
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
市
民
約
１
０
０

人
が
参
加
し
、
男
性
と
女
性
が
と
も
に
支
え

合
う
必
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
公
益
財
団
法
人
介
護
労
働
安
定

セ
ン
タ
ー
秋
田
支
部
専
任
講
師
の
安
部
美
恵

子
氏
が
「
高
齢
社
会
と
の
向
き
合
い
方
『
光

と
影
』」
と
題
し
て
講
演
。
安
部
氏
は
、
自

分
に
万
一
の
こ
と
が
あ
っ
た
と
き
に
、
自
分

の
願
い
や
思
い
を
書
き
残
す
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
を
元
気
な
う
ち
に
備
え
て
お
く
こ
と

を
参
加
者
に
勧
め
ま
し
た
。

  

つ
づ
い
て
行
わ
れ
た
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、「
老
後
の
老
後
の
た
め
に

今
、
何
を
す
べ
き
か
」
を
テ
ー
マ
に
、
積
極

的
に
意
見
を
交
わ
し
て
い
ま
し
た
。

　
第
35
回
記
念
助
け
合
い
婦
人
芸
能
祭
が
、

11
月
９
日
に
市
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、
大

勢
の
市
民
ら
が
歌
や
踊
り
、
寸
劇
な
ど
の
多

彩
な
演
目
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
婦
人
芸
能
祭
は
、
七
座
、
綴
子
な
ど
各
地

区
婦
人
会
、Ｊ
Ａ
女
性
部
、
消
費
者
の
会
な

ど
鷹
巣
地
区
の
女
性
グ
ル
ー
プ
で
組
織
す
る

北
秋
田
市
鷹
巣
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
（
成

田
盛
子
会
長
）
が
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
開
会
行
事
は
、
各
団
体
の
代
表
者
が
留
袖

姿
で
ス
テ
ー
ジ
に
並
び
恒
例
の
口
上
で
幕
開

け
。
演
示
は
午
前
と
午
後
の
２
回
行
わ
れ
、

各
婦
人
団
体
の
会
員
ら
が
、
太
鼓
や
大
正
琴
、

ハ
ン
ド
ベ
ル
を
演
奏
し
た
り
、
日
本
舞
踊
、

ダ
ン
ス
、
民
謡
、
コ
ー
ラ
ス
、
寸
劇
な
ど
を

披
露
し
た
り
し
な
が
ら
満
席
の
会
場
を
沸
か

せ
ま
し
た
。

　
森
吉
四
季
美
湖
紅
葉
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ま
つ

り
が
、
10
月
19
日
に
森
吉
山
ダ
ム
周
辺
で
行

わ
れ
、
訪
れ
た
大
勢
の
人
が
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

や
カ
ヌ
ー
体
験
な
ど
で
、
秋
の
森
吉
四
季
美

湖
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
紅
葉
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
、
コ
メ

ツ
ガ
山
荘
か
ら
ダ
ム
広
報
館
ま
で
の
12
キ
ロ

の
コ
ー
ス
と
、
四
季
美
館
か
ら
ダ
ム
広
報
館

ま
で
の
７
キ
ロ
の
コ
ー
ス
が
用
意
さ
れ
、
合

せ
て
約
50
人
が
参
加
。
秋
晴
れ
の
下
、
参
加

者
た
ち
は
鮮
や
か
に
色
付
い
た
紅
葉
の
山
々

を
眺
め
な
が
ら
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
四
季
美
湖
で
は
恒
例
の
カ
ヌ
ー
体

験
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
メ
イ
ン
会
場
の
広
報

館
前
で
は
屋
台
が
立
ち
並
び
、
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
で
秋
の
余
暇
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
第
９
回
浜
辺
の
歌
音
楽
祭（
加
賀
隆
寛
・

実
行
委
員
長
）
が
、
11
月
１
日
に
市
文
化
会

館
で
開
催
さ
れ
、
市
内
の
保
育
園
児
や
小
中

学
生
、
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
が
日
頃
練
習
し

て
い
る
成
田
為
三
の
楽
曲
や
趣
向
を
凝
ら
し

た
合
唱
曲
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
音
楽
祭
は
午
前
・
午
後
の
２
部
構
成
で
合

わ
せ
て
19
団
体
が
出
演
し
、
こ
の
う
ち
、「
鷹

巣
中
央
保
育
園
・
鷹
巣
東
保
育
園
」
の
発
表

で
は
、
園
児
ら
が
振
り
付
け
を
交
え
な
が
ら

２
曲
を
合
唱
。
子
ど
も
ら
し
い
元
気
あ
ふ
れ

る
歌
声
と
可
愛
い
振
り
付
け
に
、
満
場
の
観

客
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
先
日
の
北
秋
田
市
誕
生
10
周
年
式

典
で
披
露
さ
れ
た
ば
か
り
の
北
秋
田
市
民
歌

を
全
体
で
合
唱
し
、
素
晴
ら
し
い
歌
声
を
会

場
内
に
響
か
せ
ま
し
た
。

　
「
大
綱
引
き
大
会
２
０
１
４
」
と
「
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
＆
ス
ー
パ
ー
軽
ト
ラ
市
」
が
、
10

月
18
日
に
鷹
巣
銀
座
通
商
店
街
で
合
同
開
催

さ
れ
、
多
く
の
市
民
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
大
綱
引
き
大
会
に
は
秋
田
北
鷹
高
校
生

チ
ー
ム
の
ほ
か
、
商
工
会
・
商
店
会
、Ｊ
Ａ

鷹
巣
町
、
市
役
所
な
ど
か
ら
合
わ
せ
て
25

チ
ー
ム
が
参
加
。
チ
ー
ム
衣
装
で
一
生
懸
命

綱
を
引
っ
張
る
姿
に
生
徒
や
市
民
か
ら
大
き

な
声
援
が
送
ら
れ
、
手
に
汗
握
る
対
戦
の
連

続
で
会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
＆
ス
ー
パ
ー
軽
ト
ラ
市
会

場
で
は
、
多
く
の
店
が
立
ち
並
び
、
大
勢
の

人
が
来
場
し
ま
し
た
。
ま
た
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
シ
ョ
ー
や
大
道
芸
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が

繰
り
広
げ
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が
響

き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

　
阿
仁
の
ぅ
め
〜
も
ん
祭
り
が
、
10
月
19
日

に
阿
仁
合
駅
前
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
か
れ
、

市
内
外
か
ら
訪
れ
た
大
勢
の
来
場
者
が
旬
の

味
覚
と
イ
ベ
ン
ト
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　
阿
仁
合
駅
前
の
会
場
に
は
、
馬
肉
、
だ
ま

こ
鍋
、
バ
タ
ー
餅
な
ど
の
ご
当
地
グ
ル
メ
や
、

地
元
と
れ
た
て
の
野
菜
や
り
ん
ご
、
き
の
こ
、

加
工
品
な
ど
を
販
売
す
る
出
店
が
並
び
、
来

場
者
が
出
店
を
ま
わ
り
な
が
ら
お
目
当
て
の

商
品
を
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
き
の
こ
園
や
果
樹
園
で
の
ナ
メ
コ

採
り
や
リ
ン
ゴ
狩
り
の
ほ
か
、
内
陸
線
車
両

基
地
で
の
軌
道
バ
イ
ク
乗
車
、
男
鹿
水
族
館

Ｇ
Ａ
Ｏ
の
「
お
出
か
け
水
族
館
」
に
よ
る
ウ

ニ
や
サ
ザ
エ
、
リ
ク
ガ
メ
な
ど
と
の
触
れ
合

い
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、
大
勢
の
家
族
連

れ
が
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。


